
神話伝説の山里 たかちほごう つうしん

｢高千穂郷｣通信
平成２２年８月号

（宮崎県西臼杵支庁）
ＮＯ.９２

８月２７日、東国原知事が口蹄疫の終息を宣言しました。長い長い闘いでした。
８月２９日、県内７子牛市場のトップを切って、高千穂家畜市場でセリ市が開催

されました。待ちに待ったセリ市の再開に、畜産農家の方々も関係者も本当にほっ

とした様子でした。

購買者も多く、活気が見られ、日齢が進んだ子牛が出場し、価格の下落も心配さ

れましたが、雌牛については前回よりも高値で取引されました。

今後の畜産王国の再生に、弾みとなってくれることを期待します。

がんばろう宮崎！！！
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９月は水稲へのイノシシ被害が多くなる時期です。
・電圧が十分か、こまめにテスターでチェックしましょう。
・水田への侵入は下からの潜り込みが多い傾向にあります。
・電柵の１段目の高さが２０ｃｍ以下になるように設置しましょう。
【図の説明文】水路やくぼみがあるところからのもぐり込みが目立ちます。

支柱や電線を足す等して隙間が出来ないようにしましょう。

西臼杵地域鳥獣被害対策特命チーム発足！
７月３０日、２２年度第１回西臼杵地域鳥獣害対策協議会が

開催されました。
近年、イノシシ、シカ、サルなどの野生鳥獣による農林作物

等への被害が拡大し、中山間地域を中心に深刻な問題となって
いるため、県では「鳥獣被害対策特命チーム」を設置し、「宮崎
県鳥獣被害対策緊急プロジェクト推進計画」を策定しました。

これに基づいて、昨年設置された当協議会を、今回「西臼杵地域鳥獣被害対策特命チーム」
にバージョンアップし、本格始動です。今年度は、高千穂町の黒口集落、日之影町の興地集
落、五ヶ瀬町の１２区をモデル地区として重点的に支援することにしています。

この日は、４月から宮崎県鳥獣被害対策スペシャリストとしてお迎えした「井
上雅央（まさてる）」さんの講演がありました。

秋口に林道法面の草払いをし、冬でも青草が食べられる環境にしていること
や、自分の畑でないところに鳥獣が出ても、何もせず通り過ぎることで人慣れ
学習させていることこそが、「餌付け」であることを自覚し、この餌付け行動
をなくすよう集落全体で取り組むことで被害は防げるようになるとの興味深い
お話に、みな熱心に耳を傾けました。

午後からは、黒口集落で実際に被害にあっている畑や椎茸の圃場を
一緒に回りながら、具体的な改善方法等の指導を受けました。住民の
方々の気持ちが動いているのがわかりました。さて、これから集落で
どのように取り組むのか、被害がどのくらい減っていくのか、今後の
展開が楽しみです。

８月７日、五ヶ瀬川の
八戸ダム湖をメインにし
た観光施設「リバーパー
ク・ひのかげ」がプレオ
ープンしました。この施
設は、日之影町の地域振
興に貢献したいという
「木田組生コン有限会社」
が整備されたもので、カ
ート道路を日之影温泉駅
まで延長する構想がある
ようです。

ここでは手こぎ・足こ
ぎボートで遊覧したり、
旧ＴＲ鉄道敷きの上を電
磁誘導式乗用カートで遊
覧することができます。

管理棟では軽食の提供
もあり、これから地場産
品の販売も始まる予定で
す。是非お越しください。
お問い合わせ先：
リバーパーク・ひのかげ
℡０９８２－７３－８０８０

「リバーパーク・ひのかげ」
プレオープン！！
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「青少年の主張」宮崎県大会
８月１７日、青少年の主張宮崎県大会が宮崎市民プラザオルブライトホールで開催されま

した。少年の部に４８中学校３，１７９人から選ばれた９人、青年の部に５２人の中から県
内各地区の代表として高校生や自治体職員７人が出場し、それぞれのテーマについて発表し
ました。

西臼杵地区からは少年の部に出場した山中千瑚（やまなかちこ）さん（五ヶ瀬町立三ヶ所中学校）

が最優秀賞を受賞、青年の部では、佐藤良亮（さとうりょうすけ）さん（高千穂町役場）が優秀
賞を受賞しました。

なお、山中さんは全国大会に出場する九州代表の選考の対象となります。

（少年の部） 最優秀賞「美しい日本語を次世代に」 （青年の部）優秀賞「救急救命士としてできること」

五ヶ瀬町立三ヶ所中学校３年 山中 千瑚さん 高千穂町役場 佐藤 良亮さん

言葉に「美」を求める日本 役場に勤める救急救命士
語文化が、言葉に「楽」を求 として、町民の期待に応え
める現代の若者により失われ るべく、今の自分にできる
ることに対し、高い問題意識 ことについて、また、救命
を持ち、美しい日本語を次世 の現場に安心感を与えられ
代に残すため、自分がどのよ る救急救命士になるという
うに言葉に関わっていくかに 目標の達成に向けて、自ら
ついて発表。 の思いを発表。

河川・道路一斉美化活動
毎年８月は「道路ふれあい月間」とし

て、道路愛護活動の推進や正しい道路利

用の啓発を目的に各種の取組が行われて

います。

この取組の一環として、西臼杵支庁で

は、８月２３日に西臼杵管内３町の各機

関・団体の方々総勢約４２０名で河川・

道路の美化活動を実施しました。

こうした活動等を通じて、より多くの

方に道路を安全に美しく利用する「愛護

の心」を広げていただきたいと思います。

「ふるさと砂防・森林公園（岩戸川）」完成

平成１７年度より高千穂
町が整備を進めてきた高千
穂町大字上岩戸の「ふるさ
と砂防・森林公園（岩戸川）」
がこの度完成し、７月２４
日に上岩戸地区の住民の方
々や、関係者が出席して、
安全祈願祭が行われました。

河川内には、河川プール、
滝壺工、飛び石工、魚道工
などが整備され、水と親し
める空間が創られています。

また、その周辺には、芝
生広場や、休憩施設、駐車

場、トイレ、調理場なども整備され、キャンプや
バーベキューなど各種イベントも開催できます。

今後、この公園が、町内外からのたくさんの
方々に利用され、上岩戸地区の振興に大きく寄
与するものと期待されます。清掃作業の様子セレモニーの様子

ふるさと砂防・森林公園
（岩戸川）

安全祈願祭の様子

秋篠宮同妃両殿下、佳子内親王殿下ご来高
８月１日から５日にかけて、「全国高等学校総合文化祭」が本県

で開催されましたが、これにあわせて、秋篠宮殿下、紀子妃殿下
及び佳子内親王殿下が来県されました。

秋篠宮殿下、紀子妃殿下及び佳子内親王殿下は開会式にご臨席
の後、県内の各施設をご視察になりました。８月２日には高千穂
神社を、８月３日には天岩戸神社及び高千穂峡をご訪問になり、
沿道では、たくさんのみなさんが笑顔でお出迎えしました。
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日之影町菊・ほおずき直売会

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

編集後記

８月２７日、ようやく口蹄疫終息宣言が出さ
れました。ほんとに長かったです…（泣）。

復興に向けてのいろいろなイベントが各地で
目白押しです。精一杯楽しみましょう！！

やがて、実りの秋。一番好きな季節です。
西臼杵のお米は、どこよりも美味しいと聞き

ます。待ち遠しいです。（桃）

今回は、「ＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校」をご紹
介します。

代表の杉田英治さんは、栃木県西那須野町生ま
れ。くまさんのような風貌（失礼！）の、自然を
愛し、子どもを愛し、地域と家族を愛してやまな
い方です。自然の中で育った感性を生かし、東京
でデザイナーをされていましたが、国内外を旅す
る中で五ヶ瀬町の恵まれた自然と奥様、友人達に
出会い、2001 年に五ヶ瀬町に移住しました。

当初はカヌーツアーなどを実施しなが
ら、2005 年 3 月、子どもたちに、多様な価
値観と自分で考える力を自然の中で培って
ほしいとの熱い願いをこめて、自然学校を立ち上げました。

現在は、五ヶ瀬の里キャンプ村の運営も任せられ、年間を通
じて、カヌー、チュービニング、山登り・沢登り、農業等体験、
スキーなどの体験ツアーを、スタッフや地域の指導者と一緒に
企画されています。また、「４億年の大地」という特別栽培ブラ
ンド米やログハウスの販売などのコミュニティビジネスにも力
を入れています。

この日は、カヌー教室が行われていて、カヌー操法だけでな
く、川で流されたときの対処法など、まさに生き抜く力を身に
つけさせる実践体験です。子どもたちは、泣いたり笑ったり、
生き生きと楽しんでおり、その表情がとてもまぶしかったです。

今後は、農家民泊との連携による団体教育旅行の受入や、自
然農法による集落営農に力を入れたいとのことでした。

応援してます(^o^)/

取材日記 「ＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校」

「天岩戸 日向屋」 オープン！
８月１９日、西臼杵郡

雇用拡大協議会による手
作り体験とご案内処「天
岩戸日向屋」がオープン
しました。

ここでは、マイスター
による実演や作品展示、
神話の紙芝居、体験プロ
グラムなどが用意されて
います。休憩もどうぞ！




